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Band electronの立場か ら 濫Im,RIubo.IzuyamaEllによう て中性子散

乱a?理論が出され た o この近似の範囲内で中性子 の散乱断 面椿の温変変化 をI.

Fe (65)-Nl(35) 合金 (Te-490℃)に対 して SLOOK～ ROOOKまで

調べた ｡そあ縛果は ,flelSenbe mOdel と比較 して ,塩 変変化が大 き く覆

る峯で ある｡その理 由は.臼eise‡沌erg electro〇 modelの方が ,high

a〇gle BCaもteナIDgが小さい尊に よる｡叉 curle海 変の二倍程 変の温変

に充雪 て も ,10m-aコgleVEおけ る enhaBere恥 ｡もが残っ てhる｡次 に非

寓だ狭 まいバン ドの電子系が ,-.ン ド幅 よbも高塩 に ある場合 を考 えたOそ

の時微 分断 面債は ,もra力Sfer e工】ergy hw に関 して 皿0工10も〇三】a,eCrea

81r)g ではをh場合があ b .時には発散する蕃さえある.事を示 した｡
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